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日本における未婚化・晩婚化の現状1/3 

 
• 年齢別未婚率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 →男女ともに、未婚化・晩婚化が劇的に進行 
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日本における未婚化・晩婚化の現状2/3 

• 平均初婚年齢の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

→男女とも、平均初婚年齢は、全体の流れとして
伸長している 
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日本における未婚化・晩婚化の現状3/3 

• それでも… 

 

 

 

 

 

• 未婚者の多くは結婚する意思を持っている！ 
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日本における 
未婚化・晩婚化の要因 
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日本における 
未婚化・晩婚化の要因 

 

• 大きく分けて人口学的要因と社会・経済・心
理的要因の二つがあると考えられる。 

 

• それぞれの要因は相互に関連しているが、こ
こでは、まず、個々の要因について概観する。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

人口学的要因1/4 
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•  お手元の資料の図1 



日本における未婚化・晩婚化の要因 

人口学的要因2/4 
• 1960年 

– 24～28歳の間が非常に高く、26歳がピークで200を超える
が、31歳を過ぎると100を割り、更に年齢が増加するにつ
れて低下の一途をたどる。 

– 無配偶者は常に男性過剰ではなく、男性の人口学的状
況が必ずしも不利であったとは言えない。 

• 1980年 
– 20歳代後半、30歳代前半で性比が非常に高く、最高が28
歳で性比は250を超える。しかしその後急速に低下し、38
歳を過ぎると100を割り女性過剰になる。 

• 2000年 
– 曲線はだいぶ平たくなり、52歳までは男性が女性よりも多
いが35歳のピークでも150を超えることはない。 

– 男性過剰は結婚の適齢期を過ぎても起きている。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

人口学的要因3/4 
• 2005年 

– 曲線はさらに平坦になり、ピークは34歳で性比は130程度、
男性過剰は55歳くらいまで続く。 

– このように近年分布の形が変わり中高年まで高い性比が
続くことは、晩婚化の影響が強く、男女ともいつまでも未
婚者＝無配偶者として滞留するようになったからである。 

 
• 20歳代あるいは30歳代で無配偶者の性比が異常に
高くなる理由 
– 男性が求める女性の年齢の選択幅は狭く、逆に女性の
方はかなり広いから1)。 

– 男性は自分と同い年かそれより年下の女性と結婚する傾
向があり、女性は自分と同い年かそれより年上の男性と
結婚する傾向がある3)。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

人口学的要因4/4もう少し詳しく見ていくと… 

 • 1965年から、30～34歳で男性無配偶人口が女性無配偶人口を上回るよ
うになり、この程度は1970年、1975年と徐々に大きくなっていった。 

• この傾向は継続し、より高い年齢層でも男性無配偶人口が女性無配偶
人口を上回るようになっていった。 

• 1975年 
– 人口の多い団塊の世代の男性が20歳代後半になり、結婚適齢期を
迎えた時期。従って男性の20歳代後半無配偶人口は約51万人増加
した。 

– しかし、この頃の女性の8割は20歳代前半で結婚したため、20歳代後
半女性無配偶人口は28万人しか増加しなかった。 

– さらに、1975年の20~24歳の女性無配偶人口は、1970年と比べ、75
万人も減少していた。 
• これは、この世代の人口が前の世代に比べて大幅に少ないため。 

 
 

 

 
• こうして1975年から本格的に始まった結婚市場における結婚適齢期の男
性供給過剰（適齢期女性の供給不足）は、いわば玉突きの様な形で次世
代の適齢期男性に影響を与えることとなった4)。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因1/10 

 

• 結婚観の変化 

–結婚適齢期という規範の弱体化、結婚への圧力
の低下。 

–かつて日本には、女性は25歳になったら当然結

婚しなくてはならないという規範や1)、「結婚して初
めて一人前」という観念などがあった5)が、これら
が弱体化したという事実がある。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因2/10 
• 出会いの減少 

– 独身にとどまる理由の第1位は「適当な相手に巡り合わな
いから」3)。 

– かつて大きな割合を占めた見合い制度は衰退、現在は
恋愛結婚が9割。 

– 見合い制度の凋落、それに代わる有力な紹介制度が出
てこないため、結婚市場が不全に陥っている！ 

– 30代男性の労働時間が長時間化している 

 →出会いの機会や出会うための時間を減少させる一因 

– 異性とのコミュニケーションが得意でないために出会いの
機会が作れない、あるいは機会があってもそれを活かせ
ず、未婚にとどまっている男性が、特に年齢の高い層で
は一定数存在するとみられる3)。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因3/10 

 

• 経済状況の悪化、労働形態の変化 

–正社員に比べ収入が低く安定していないパート・
アルバイトなどの人（特に男性）は、経済的理由
から結婚しない、あるいはできないケースが多く
なっていると考えられる。 

–未婚者には結婚前の生活水準維持志向があると
される。 

• パラサイトシングル 

–結婚による経済的メリットの減少 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因4/10 

 

• ベッカーの説 

–近年の先進国における未婚化・晩婚化は、結婚
のもたらす経済的社会的利点が減少し、一方そ
のマイナス面、例えば家庭を持つことによって女
性は職業を断念せざるを得ないというような機会
費用が増大してきたためである1) 。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因5/10 

• ライフスタイルの変化 

– コンビニエンス・ストア、ファーストフード店の店舗
数および売上高、中食食品などの出荷額の増加 

–中食食品および外食の低価格化 

–耐久消費財の普及 

→単身生活の不便さを感じる機会は減少している
と考えられる8)。 

–結婚による生活費の節約のメリットは減少してい
る8)。 

→結婚のもたらす経済的利点の減少 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因6/10 
• 女性の高学歴化・社会進出 

 

 

 

 

 

 
 

 

– 女性の高学歴化、社会進出は進んでいる 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因7/10 
• 女性の高学歴化・社会進出 

 
– しかし… 

 
 
 
 
 
 
– いずれの年齢階級でも、高学歴の女性ほどおおむね
未婚率は高くなっている。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因8/10 

• 女性の高学歴化・社会進出 

– しかも… 

 女性にとって 

   家事の負担が大きい 

–家庭の内外での 

 ジェンダー観の差 

→女性は結婚を 

 避ける！ 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因9/10 

• 相手に求める条件の男女間ミスマッチ 

–女性は、年齢や学歴、収入が自分と同等以上の
男性を結婚相手として求める傾向あり 

–男性は、年齢や学歴、収入が自分と同等以下の
女性を結婚相手として求める傾向あり 

–経済状況の悪化、労働形態の変化や、女性の高
学歴化などと相まって、このような相手に求める
条件のミスマッチ傾向が、未婚化・晩婚化をもた
らす要因となっていると考えられる3)。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

社会・経済・心理的要因10/10 

• 心理的要因 

– 「ピーターパン・シンドローム」 

–両親の影響 

• 結婚するつもりがない人は両親の夫婦関係をうらやま
しいとは感じていない 

• 「一生結婚しない」とする女性で、「父親は家事をして
いた」が低い。 
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日本における未婚化・晩婚化の要因 

モデル化 
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日本の未婚化・晩婚化の 
地域差 
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日本の未婚化・晩婚化の地域差1/2 

• お手元の資料の図213)より 

–女性 

• 大都市圏では若年も中年も未婚者率が高い。 

• 非大都市圏では若年未婚率が低く、中年未婚者率は
やや低い。 

• 若年の未婚者率が低く、中年の未婚者率が高い地域
は離別者率の上位でもある。 

–男性 

• 大都市圏の中でも若年・中年未婚者率に差が見られ
る。 

• 今日の農村地域における中高年未婚者の増加 
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日本の未婚化・晩婚化の地域差2/2 

• お手元の資料の図3, 47)より 

–各都道府県において、1975年よりも2000年で平
均初婚年齢が上昇する傾向。 

–人口密度の高い地域では、概ね平均初婚年齢も
高い傾向にある。 

• 人口密度の高い地域では、結婚市場における男女の
数が多く、サーチの取引コストが低くなるため、サーチ
期間を延ばすことが容易である。従って、結婚タイミン
グは遅くなると考えられる。 

• 山梨、長野等の例外もある。 
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お わ り 

ありがとうございました 
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